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Aは3時間15分=
13

4
時間,  Bは2時間36分=

13

5
時間で水をまき終わるので A,  Bの1時間あたりの仕事量は

それぞれ
4

13
,

5

13
である。

Aが24分=
2

5
時間に行った仕事量は

4

13
×

2

5
=

8

65
だから残りの仕事量は1 −

8

65
=

57

65
である。

AとBが同時に水をまくときの仕事量は1時間あたり
4

13
+

5

13
=

9

13
だから

57

65
の仕事をするのに必要な

時間は
57

65
÷

9

13
=

19

15
時間 =

19

15
× 60分 =76 分

よって,  24+76=100 分

黒石は 1周目, 3周目, 5周目, ⋯ に並べられて,  その個数は 1, 9, 17, ⋯ と8ずつ増えていき,

白石は 2周目, 4周目, 6周目, ⋯ に並べられて, その個数は 5, 13, 21, ⋯ と8ずつ増えていくので

各周の最後まで並べきったときの黒石と白石の個数の差は 1, 4, 5, 8, 9, 12, 13, ⋯ となっている。

奇数番目をみると 1, 5, 9, 13, ⋯ と4ずつ増えていき,  偶数番目をみると 4, 8, 12, ⋯ と4ずつ増えている。

29 = 1 + 4 × 7より, 差が29個になるのは奇数番目の列の 8 番目だから 8+7=15(周目) まで

並べきったときである。

このとき石はたてに 15 × 2 − 1 = 29個,  よこに15個並ぶので

総数は29 × 15 = 435(個)
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